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	覚えておきたい食中毒等１２事例

毎年大変多くの食中毒、使用水事故が発生しています。各種の文献等でご承知のことと思いますが、覚えておきたい１２事例をまとめました。

№ 1 

1936

大福餅によるサルモネラ食中毒 

静岡県浜松市

  菓子店が中学校の運動会に提供した大福餅によって食中毒が発生。大量の受注のため、４日前から餡を製造し室温放置していた。餡がネズミのし尿に汚染された。発症者2,201名、死亡者44名。

№ 2  

1937 

水道水汚染による赤痢事件

福岡県大牟田市

  市営水道の水源井戸の見張り人が赤痢に感染し、洗濯水が送水管に流入して、ろ過池より配水池を経て市内へ給水された。患者数13,416名（推定患者17,300名）、死亡者626名

№ 3

1955

調整粉乳によるヒ素中毒（森永ヒ素ミルク事件）

徳島県名西郡

  調整粉乳にヒ素が混入して乳幼児多数が発症。品質不良の原料乳を中和するために使用した薬品が工業用だったためにヒ素が不純物として混入。発症者13,417名、死亡者130名（平成８年１月現在）

№ 4

1968

食用油のＰＣＢなど有機塩素化合物食中毒（カネミ油症事件）

福岡県北九州市

  西日本一円で発生。米ぬか油を精製する加熱脱臭工程で、ステンレスパイプの穴から熱媒体のＰＣＢなどが精製油に混入した。届出患者約14,000名、認定患者の死亡者225名（平成８年１月現在）

№ 5

1973

学校給食のアジの干物によるヒスタミン食中毒

愛知県碧南市

  学校給食センターから配食された小中学校等８施設で発生。アジが輸送用容器でヒスタミン生成菌に汚染され、加工時の水洗が不十分であったと推定された。発症者2,656名

№ 6

1982

開店直後の大型店舗における使用水による病原性大腸菌等食中毒

北海道札幌市

  開店直後に、同店での飲食者が腹痛、下痢症状を呈した。店舗床下の排水管のキャップを付け忘れ、滅菌装置の注入管が破損、井戸ピットの破損などが重なった。カンピロバクター  発症者7,751名

№ 7

1983

辛子蓮根によるボツリヌス菌食中毒

熊本県下益城郡

  土産品で関東でも発生。真空包装後、加熱殺菌したが加熱不十分でボツリヌス菌のみが生き残り､嫌気状態で､６月で高温のため増殖して毒素を産生した。発症者36名、死亡者11名(ともに疑いを含む)

№ 8

1988

錦糸卵によるサルモネラ食中毒

北海道苫小牧市

  北海道中央部の小中学校、自衛隊駐屯地の給食に提供された錦糸卵によって食中毒が発生。従事者の手指・設備・器具の不完全な殺菌、消毒など二次汚染と考えられた。発症者10,476名

№ 9

1989

学校給食でのウイルスが疑われた嘔吐下痢症

愛知県豊田市
  学校給食センターから配食された９小学校において、生徒多数が嘔吐、下痢症状を呈した。発症者便からSRSVを検出した。「ピーナッツ和え」が疑われた。発症者3,353名

№10

1996

町営水道によるクリプトスポリジウム集団下痢症

埼玉県入間郡

  浄水場の河川水取水地上流に、地域の排水処理施設があり、そこから流出したクリプトスポリジウムが河川を汚染し、不適切な浄水処理によって水道水を汚染した。感染者9,140名

№11

1996

学校給食においてカイワレが原因と推定されたＯ157食中毒
大阪府堺市
  ４７小学校の給食で発生。共通食品にカイワレがあった。同時期に老人ホームなどでもＯ157食中毒が発生し、ＤＮＡパターンが一致した。発症者7,936名(二次感染等を含むと14,153名)、死亡者３名

№12

2000

乳飲料等でのエンテロトキシン食中毒

北海道広尾郡、大阪市都島区

  雪印大阪工場で製造された乳飲料等での食中毒。同社大樹工場で原材料の脱脂粉乳製造の際、停電が発生。そのため、黄色ブドウ球菌が増殖しエンテロトキシンを産生した。発症者13,420名

  ホットな情報ではありませんが、どこかに覚えておいたらと思いまとめてみました。まだまだ、覚えておきたい事例、記憶に残っている事例は多数(1999年のイカ乾製品のサルモネラ食中毒など)あります。
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